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本田 渉さん（山都町）

大分県竹田市の祖父母を通じて中山間地農業
の原体験を得る。日本や海外で生物多様性の
保全に関わる仕事に携わる中で、有機農業の
重要性を認識。里山や農地に当事者として向
き合うべく、有機農業の先駆者が数多くいる
山都町に移住。１年半の有機農業研修を経て、
2020年４月に就農。

夏秋大玉トマト、夏秋ミニトマト、
春植え長ねぎ、秋植え長ねぎ

生産するうえでのこだわり

販売先・飲食店

２０２５.７現在

有機JAS認証に沿った栽培管理を実施してい
ます。
土壌分析等で科学的・客観的なデータを得る
ほか、土壌微生物が活発になる夏秋時期なら
ではの土壌や根圏特性の理解に務めています。

ビオ・マーケット、イオン

猛暑、台風、イノシシやシカによる獣害、
夏場の雑草対策。

オオムラサキ、天蚕、キヌガサタケなど
様々な生き物が見られる雑木林に接したほ
場で、サワガニ、ヘビトンボ、カワゲラ、
ホタルなどが見られる美しい水を利用して、
野菜を栽培しています。豊かな里山生態系
の恵みをぜひご賞味ください。

自己紹介

おすすめの食べ方・調理法

トマトは生でも、パスタソースにしても美味。
長ねぎはイノシシのバラ肉を巻いて炭火焼。

有機農業の魅力

ランドスケープデザイン※１の観点でみると、
里山生態系における有機農業のほ場が果たす
役割の大きさを理解しやすいです。
巨大なテラリウム※２を作っているようでもあ
り、それで生活していけるから楽しいです。

生産品目

苦労している点

消費者の皆さんへ

※１：屋外空間を対象に自然と人工物が調和するように設計・構築する活動
※２：ガラスなどの透明な容器の中で植物や小動物を飼育・栽培する環境

てんさん
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